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研究成果の概要（和文）：研究（１）では、怒りの感情規制が健康レベル（心理的、肉体的）に影響を与えてい
るかどうかについて検証した。結果として、怒りの感情規制が健康レベルに影響を与えており、日米の違いがあ
ると明らかにした。研究（２）では、生きがいや健康レベルを検証する際に多文化主義（多文化多様性）の役割
について検証した。生きがいや健康レベルを検証する際に多文化主義の役割を見出し、日米の違いがあると示唆
した。研究（３）では、東日本大震災における東北地域において、多様性のある社会関係資本と人生の満足度、
あるいは幸福感、健康レベルについても検証した。結果として、社会関係資本の役割を見出した。

研究成果の概要（英文）：First, my research explored the role of anger regulation as well as 
psychological and physical factors in physical health. The results revealed they all played 
meaningful parts in contributing to physical health. Cross-cultural differences between the US and 
Japan were also discovered.Second, I examined the impact of multicultural identity on health and 
well-being. The findings showed the effects of multicultural identity on health and well-being to be
 positive. In addition, I clarified the cross-cultural differences between the US and Japan.Finally,
 my study identified the influence of social capital on health and well-being after the Great East 
Japan Earthquake. The results revealed that social capital played a significant role in health and 
well-being.

研究分野：臨床心理学
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1. 研究開始当初の背景 

 

少子高齢化社会という言葉が注目されてい

る。人生をいかに生きていくのか？といった

人々の幸福感について、様々な研究の取り組

みがなされてきている。例えば、人々の幸福

感のカギとなる要因の 1つに社会的サポート

や Quality of Life (QOL: 生活の質、生きがい)

というものがあると言われている。また、こ

れらの社会的サポートと QOLが人々の幸福

感と健康レベルを高めるということが分か

ってきた。過去の研究（若手Ｂ2011～2013、

2013～2015）を通して、健康、QOL、社会関

係資本などに関して、11の項目を発見した。

そして海外との比較研究の中で、健康、生き

がい、社会関係資本における日米の違いは、

社会環境や状況による違いに起因している

ことを発見した(Yamaguch, 2010)。 

本研究では「人生をいかに生きていくの

か？」という課題において、幸福感と QOL

の関係性と新しいコミュニティ政策にはど

のような関係性があるのかを明らかにする

必要があると考えた。 

 

２．研究の目的 

近年 、グローバル化に伴い人の幸福感や生

きがいも多様化する時代となりつつある。 

本研究は、まず、日米の中高年齢層を調査の

対象とした 。その理由は、人生後期・晩年

への展開期であり、日本において男性は自殺

率が高く、女性では抑うつ傾向が強くなって

おり、幸福感と健康レベル、健康観において

重要な年代であると考えているからである。

また、世代間を超えた幸福感、健康レベル、

健康観や生きがいを理解することが 、疾病

などを予防することにつながると考えたか

らである。具体的には、（１）人々の幸福や

観や生きがい、健康レベルなどを質問紙調査

のような量的研究とインタビュー法のよう

な質的研究法という日米二つのデータベー

スを作成し若者を対象として上記の価値共

創モデルを検証する（２）ミシガン大学、ウ

ィスコンシン大学、スタンフォード大学が所

有しているMIDUS（Midlife in the United 

States）とMIDJA（Midlife in Japan）という日

米二つのデータベースを積極的に活用し、中

高年期を対象として生きがい、QOL, 新しい

コミュニティ政策モデルを作り上げ、今まで

の既成の枠組みにとらわれず、新しいアプロ

ーチで人々の幸福感や生きがい、健康レベル、

Well-Being (ウェルビーング)を調査すること

を目的とする。 

 

上記の目的を達成するために、具体的に３つ

の事項を目標とする。 

 

研究（１） ①怒りの感情規制とうつ傾向など

の心理的健康レベルと肉体的健康レベルに関

する経緯と現状、②問題の概要を紹介し、③

怒りの感情規制が健康レベル（心理的、肉体

的）に影響を与えているかどうかについて検

証することを目的とした。サンプルは、日米

の中高年齢層を対象とした。 

  

研究（２）①グローバル化に伴った多文化多

様性という概念の導入、多文化多様性と生き

がい、健康レベルに関する経緯と現状、②問

題の概要を紹介し、③生きがいや健康レベル

を検証する際に多文化主義（多文化多様性）

の役割について検証することを目的とした。 

 

研究（３）①東日本大震災における東北地域

において、多文化視点から見た社会関係資本

と幸福感に関する経緯と現状、②問題の概要

を紹介し、③多様性のある社会関係資本と人

生の満足度、あるいは幸福感、健康レベルに

ついても検証することを目的とした。 

 

 

 



３．研究の方法 

 

本研究を遂行するために、量的研究と質的研 

究調査法を用いた。最初に量的研究である統 

計分析を行った。統計分析では、記述統計、 

多母集団からなる共分散構造分析、階層的重 

回帰分析などの複数の統計解析手法を用い 

た。量的研究から得られた知見をサポートす

るために、質的調査を行った。今回は、イン

タビューデータを 2次的データとして使用す

る機会を得た。 
 
４．研究成果 
 
研究（1）に関して、2 次的データである

MIDUS and MIDJA （日米における 2次的デ

ータ）の解析を行った結果、次のような結果

が得られた。米国人と日本人の中高年齢層の

データから、米国人は怒りを我慢せず外に出

し、結果としてストレスをためないので、健

康レベルが高いという結果が示された。しか

しながら、日本人は、怒りをためて我慢して

しまうことで、結果としてストレスをためて

しまい、健康レベルが低いことが示された。 

こういった怒りの感情規制と幸福感、健康観、

健康レベルに関して日米の違いがあるとい

うことを認識することは、世代間を超えた幸

福感、健康レベル、健康観や生きがいを理解

し、疾病などを予防することに展開させてい

けたら幸いである。 
 
研究（２）に関して、2次的データである

MIDUS and MIDJA （日米における2次的デー

タ）の解析を行った結果、次のような結果が

得られた。グローバル化が進むことにより、

人々が世界に頻繁に往来する機会が進んでき

ていることで、日米の中高年齢層の人たちの

なかで、多文化主義のレベル（多文化多様性）

が高い人達（独立的な傾向もあり、他者協調

的な傾向もある人達）が人生に対する満足レ

ベルや前向きな姿勢、幸福レベルなどが高い

ことが明らかになった。多文化主義が進むこ

とにより、ある与えられたコンテキスト（状

況）内で、的確に自分自身を対応させる柔軟

性が高まり、バランスのとれた行動をとる傾

向があるということが明らかになった。 

今回のこの研究結果については、今後のグロ

ーバル化が進むことにより、グローバル化英

語コミュニケーション教育などへの教育貢献

に一助となれば幸いである。 
 
研究（３）に関して、2次的データであるイ

ンタビューデータの解析を行った結果、東日

本大震災で被災し、仮設住宅などで暮らして

いる住民に対して社会関係資本（人とのつな

がり）と人生の質（QOL）、生きがい、幸福

感、健康観に関する重要な項目をインタビュ

ーデータから抽出することができた。震災後、

日常において社会的つながりを意識的に再

認識し、社会的つながりが必要かつ大事なも

のであることが実感され、かつ自分の所属す

るコミュニティへの帰属意識が高くなった

という結果を得ることができた。また、自分

の地域に対しての帰属意識は高まったが、自

治体に対する信頼感、信頼関係のレベルが減

少していることが明らかになった。震災後、

人とのつながりや生きている意味、人生の生

きがいや幸福感、さらに健康レベルなどにつ

いて見直す機会となったことで、新たに自分

のコミュニティへの帰属意識が高くなった

という結果が出た。今までの既存の枠組みに

とらわれるのではなく、新しいコミュニティ

の在り方を模索する機会となれば一助であ

る。 
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